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紙は多くの繊維が層状に重なった

状態で適度なしなやかさと丈夫さを

兼ね備えています。しかし、 ーたび

酸性化が始まると、繊維を構成する

セルロースは次々と分解され、紙は

徐々に脆弱化します。

酸性化は時の経過と共に緩やかに

進行するため、人の目には見えにく

い現象ですが、紙の脆弱化は確実に

進行します。

次世代に原資料を残すため、脱酸

性化処理による資料保存対策を是非

ご険討ください。

女ご所蔵資料の大量脱酸性化処理を

ご検討の揚合はご連絡下さい。

女ブックキーパーのプロセスを詳しく

ご説明いたします。

女ご所蔵資料の酸性度(紙の表面pH)

を測定いたします。

*大量処理費用をお見積ちりします。

女無料 トライアル処理のご相談ち

承ります。

女工i君見学を随時実施しております。
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特集：機関リポジトリ

編集にあたって

　近年、機関リポジトリに対する図書館員の関心が高まってきている。多くの大学図書館及び専門

図書館が機関リポジトリの取り組みを始めており、図書館関係の研究会やイベントで機関リポジト

リが話題にされる光景も目にする。

　機関リポジトリとは、研究者の論文などの研究成果を電子化して蓄積し、インターネット上で無

償提供するサービスのことである。研究者個人ではなく機関や地域、分野を単位として構築されて

いるのが特徴であり、多くの場合、図書館がその構築と運用などの実務を担っている。

　現在、研究成果を社会に対して説明し、還元することが従来以上に求められている（特に、公的

資金による研究は、納税者へのフィードバックが必要とされる）。機関リポジトリには自機関の研究

成果を発信することで、説明責任を果たすという意義がある。生産された論文の可視性を高めるこ

とで、広く一般への広報という効果も見込めるだろう。そのため、利用者だけでなく研究者及び機

関にとってもメリットがあり、機関リポジトリに取り組むことで研究者及び図書館の所属機関に対

する貢献を深めることにもなる。このような背景から、機関リポジトリの先進事例に対する図書館

員の関心が高まっており、本誌では機関リポジトリに関する特集記事を掲載することにした。

　単に自機関の研究成果を管理してホームページに掲載するだけならば、研究企画、経営部門や広

報部門が担う業務となるであろう。機関リポジトリは、それだけに留まらない。論文に対して適切

なメタデータと一意の URL を付与することにより、google scholar や国立情報学研究所の CiNii など、

学術文献の検索サービスに収集される。それにより、利用者が様々な検索サービスから研究成果に

効率的にアクセスできる仕組みが整備されつつある。従来より、書誌情報の作成、資料の電子化と

それに伴う著作権処理などを行ってきた図書館が機関リポジトリの運用管理を主体的に行うことで、

その専門性やノウハウを活かすことができる。

　また、図書館としても、機関内で生産される研究成果の網羅的な収集と保存を実現できる。従来

は「灰色文献」とされて入手困難であった研究成果も、確実にインターネット上に蓄積されていく。

機関リポジトリの運用は図書館サービスの高度化、ひいては研究支援にも結びつくのである。

　一方で、機関リポジトリ構築の途上には、解決しなければならない課題も多い。予算の確保はも

ちろん、組織として対外的に研究成果を発信する事業であるため、図書館だけでは完結しない。成

果を生み出す研究者、また経営部門や広報部門など、組織全体が連携した協力体制の整備も必要で

ある。

　本特集では、先進的に機関リポジトリの構築を行っている図書館より、機関リポジトリを導入し

たメリット、事業に取り組む上での課題及びその対応をご寄稿いただいた。この特集記事が、これ

から機関リポジトリに取り組もうとしている、または既に取り組みを進めている図書館員への一助

となれば幸いである。

編集委員会

（文責：村上雪子、川口稔）
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NII 学術機関リポジトリ構築連携支援事業

―最先端技術学術情報基盤整備 (CSI) 第 3 期に向けた課題と展望―

NII Institutional Repositories Program (NII-IRP):
－ Challenges and new horizons toward the CSI third period. －

　杉田　いづみ *

農図協会誌　No.158 2－6（2010）

* 国立情報学研究所 学術基盤推進部 学術コンテンツ課　〒 101-8430　東京都千代田区一ツ橋 2-1-2

Izumi Sugita. National Institute of Informatics, Cyber Science Infrastructure Development Department, Scholarly and Academic Information 

Division. 2-1-2 Hitotsubashi, Chiyoda-ku, Tokyo, 101-8430, Japan

１．はじめに

　平成 21 年 4 月，『大学ランキング 2010』1) に機関リ

ポジトリの項目が新設された。大学の中で図書館が中心

的に担っているサービスで，図書館そのもの以外の項目

が掲載されたのは，電子ジャーナルに次いで，二つ目で

ある。土屋教授は，機関リポジトリについて「①この言

葉を知っている研究者は，自分の研究をどのようにして

できるだけ多くの人に伝えるかということに関心のある

人であり，②この言葉を知っているその他の大学関係者

は，自分の大学が行っている知的な活動をどのようにし

てできるだけ多くの人に伝えるかということに関心のあ

る人である。」と述べている。大学の説明責任への要求

がますます厳しい昨今，本音や現実がどうであれ，「そ

うありたい」あるいは「そうあるべき」と考えた大学関

係者は相当数いたのではないだろうか。

　日経，朝日といった全国紙，地方新聞等でも機関リポ

ジトリが取り上げられる機会が増えている 2)。あくまで

も発信側の感覚ではあるが，大学等の学術機関から研究

教育情報を発信する手段として，機関リポジトリが社会

的に受け入れられ，市民権を得つつあることが伺える。

２．国内機関リポジトリの概況

　国立情報学研究所（NII）では，最先端学術情報基盤

（CSI）整備の一環として，次世代学術コンテンツ基盤

共同構築に向けた学術機関リポジトリ構築連携支援事業

（Institutional Repositories Program: IRP）（以下，IRP）を行っ

てきた 3)。IRP の中核をなす事業に，大学等を対象とし

た委託事業（以下，CSI 委託事業）がある。発端になっ

たのは，国立大学図書館協議会が平成 15 年度にまとめ

た報告書『電子図書館の新たな潮流』4) であった。この

報告書で「学術機関リポジトリによる学内学術情報の発

信強化」の必要性が指摘され，その実現のために「大学

図書館と NII による先導的な共同プロジェクトを発足さ

せるべきである」と提言されたのである。平成 16 年度

の「学術機関リポジトリ構築ソフトウェア実装実験プロ

ジェクト」（以下，実装実験）5) を経て，平成 17-19 年度

の第 1 期，平成 20-21 年度の第 2 期中に CSI 委託事業

の契約を締結した大学等は 93 機関に達した。平成 22 年

1 月末時点でリポジトリ数は 115，本文コンテンツ数は

56 万件を突破し，着実な成果を上げている 6)。

　「では，機関リポジトリの数が増えることが IRP の目

的なのか」と問われれば，否である。IRP の最終的なゴー

ルは，国内のすべての公的機関に属する研究者が，自ら

の教育研究成果を発信・保存できる基盤を構築すること

であり，究極の目的は，人類の共通財産としての学術成

果をオープンアクセスにすることである。つまり，機関

リポジトリの数を増やすことではなく，リポジトリを使

える研究者を増やすこと，研究者にとって「使えるサー

ビス」にしていくことが，重要な目標である。このため，

CSI 委託事業は，「機関リポジトリの構築」に重点を置

いた事業（領域 1）だけではなく，「機関リポジトリの

高度化」に重点を置いた研究開発プロジェクト（領域 2）

を設け，事業を行ってきた。

　第 2 期 CSI 委託事業の最も顕著な成果の一つに，

特集：機関リポジトリ



－ � －

NII 学術機関リポジトリ構築連携支援事業 ―最先端技術学術情報基盤整備 (CSI) 第 3期に向けた課題と展望―

ShaRe プロジェクト7)が推進した地域型共同リポジトリ

が挙げられる。共同リポジトリとは，自機関でサーバな

どのシステム環境を構築するのではなく，サーバを共同

運営したりホスト機関のサーバ上にコンテンツ（教育研

究成果の本文）を置いたりする仕組みである。各地域に

おいて共同リポジトリが普及したことにより，平成 22

年 1 月末時点で 161 の大学等が機関リポジトリを持つこ

ととなった。この数は，世界のリポジトリディレクトリ

である OpenDOAR に照らし合わせると，北米に次ぎ世

界第 2 位に位置している 8)。ただし，日本国内の大学の

数から見た設置率は 17％に過ぎず，課題は大きい。

３．機関リポジトリに関わる学術政策の動向

　機関リポジトリに関する学術政策として，代表的な報

告書，及び調査結果を CSI 委託事業に関連付けながら

紹介する。

３-１．『学術情報基盤の今後の在り方について（報

告）』

　平成 17 年度末に公開された『学術情報基盤の今後の

在り方について（報告）』（以下『在り方（報告）』）9) に

は，「教育研究活動の活性化，我が国の学術情報の流通

の促進のため，各大学は，学協会との連携を図りつつ，

機関リポジトリに積極的に取組む必要」があり，「大学

図書館は機関リポジトリの構築・運用に中心的役割を果

たすことが期待される」ことが明記された。NII が平成

18 年度から CSI 委託事業を公募し，本格的な事業展開

を図ったことと相まって，多くの大学で図書館が中心と

なり，機関リポジトリ構築に向けた学内合意形成を進め

る原動力となった。

３-２．『学術情報基盤実態調査』

　『在り方（報告）』を受ける形で，平成 20 年度の『学

術情報基盤実態調査』（以下『実態調査』）10) 機関リポジ

トリの構築状況，コンテンツ数・重点に収集方針，利用

状況等が調査項目として新設された。機関リポジトリに

おける課題を構築状況別にまとめたものが表 1である。

３- ３．『大学図書館の整備及び学術情報流通の在

り方について（審議のまとめ）』

　平成 21 年 7 月に公開された『大学図書館の整備及び

学術情報流通の在り方について（審議のまとめ）』（以下，

『審議のまとめ』）11)は，「電子ジャーナルの効率的な整備」

と「学術情報発信・流通の推進」が主要な課題として取

り上げられた。後者は「オープンアクセス」，「機関リポ

ジトリ」，「学協会の情報発信」という 3つのテーマ毎に

現状分析と，課題に対する提言がまとめらている。

　機関リポジトリに関する大学の課題としては，「大学

全体におけるリポジトリ事業の位置付けの明確化，図書

館業務としての定着，大学独自のシステムの構築と維持

体制の整備」などが挙げられている。一方，個別の大学

でリポジトリの構築・運用を行うことが難しい機関に対

して「各機関が共通利用できる共用リポジトリのシステ

ム」の検討が必要であることが提言された。更に，オー

プンアクセスを推進するためには，科学研究費補助金な

どの公的資金の助成を受けて展開された研究の成果につ

いては，社会的な透明性や説明責任を確保する観点から

オープンアクセスをより強く進めていく必要があること

が指摘されている。

　機関リポジトリ構築は，本来は大学等の学術機関が自

ら実施すべき事業である。そこに NII が関与し，支援事

業を継続する必然性は，これらの提言及び課題を背景と

して検討することとなった。

４．CSI 第 2期までの評価と課題整理

　CSI 委託事業は，大学等の学術機関と NII が連携協力

して実施する体制となっている。総長・理事・附属図書

館長クラスの委員が所属する学術コンテンツ運営・連携

本部の下に，研究者及び大学図書館管理職クラスで構成

される図書館連携作業部会，実務者を中心メンバーとす

るワーキンググループ（WG）を設置し，第 2 期までの

評価と課題整理を行った。

４-１．機関リポジトリの構築状況

　平成 22 年 1 月末時点で，

国立大学においては自立的な

構築が進み，設置率が 8割を

超えた。公立・私立大学にお

いては，地域型共同リポジト

リによって単独では構築が困

難な機関がリポジトリを設置

するケースが増えたが，設置

率はそれぞれ 1 割前後に止

表 1. 機関リポジトリにおける課題

構築状況 課題 割合

機関リポジトリを構築している
大学（81 大学）

コンテンツの確保（著作権処理を含む） 約 9割

機関リポジトリを構築する方向
で検討している大学（219 大学）

実施体制の整備
学内合意形成
コンテンツの確保（著作権処理を含む）

6割前後

運用指針の策定
システム構築
運営資金の確保

約 5割

構築する予定がない大学（452
大学）

専門知識のある人材が不足 約 6割

運営資金の確保 約 5割
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まっている（表 2）。

　また，『実態調査』によると機関リポジトリを構築す

る方向で検討している大学が 200 以上あり，今後も多く

の大学が設置を希望していることが明らかである。更に

検討中の大学の 5割近くが「システム構築」を課題とし

て挙げている（表 1）ことから，今後は，個別機関への

支援策に加えて，システム構築を容易にするためのシス

テム基盤の提供が必要であることが確認された。

４-２．コンテンツを拡充するための課題

　コンテンツ数に関しては，平成 20 年 1 月から平成 22

年 1 月までの 2年間で 3.5 倍になり，一定の成果は得ら

れた（図 1）。しかしながら，『実態調査』によると機関

リポジトリを構築している大学の 9割がコンテンツの確

保（著作権処理を含む）を課題としている（表 1）ように，

問題点も残されている。以下

に，主なコンテンツごとに現

状と課題をまとめた。

①学内刊行物（紀要等）は順

調な伸び

　先行機関については，過去

分の紀要電子化は一段落した

と考えられる。学内編集委員会等との連携でカレント分

の著作権処理が比較的容易になったこと，紀要の電子

ジャーナル化が促進されたことが成果として挙げられ，

学内刊行物の電子的出版プラットフォームとして，リポ

ジトリが効果的であることが確認された。

②学位論文・成果報告書は制度整備が必要

　学位論文の増加率は 2.4 倍，研究成果報告書の増加率

は 3.0 倍でいずれも平均以下であり，絶対数も少ない。

登録を制度化するなどの手立てが必要である。

③学術雑誌論文は更なる工夫が必要

　研究者自らがセルフアーカイブする動機づけが弱い。

今後の課題として，ダウンロード数の通知・公表による

リポジトリ効果の更なるアピールや，科研費等の公的資

金による研究成果論文の登録推奨などの制度化，研究者

自らによる論文の登載を促

進する方策を検討する必要

がある。

４- ３．機関リポジトリ

をより良いサービスに

するための課題

　機関リポジトリのコンテ

ンツの確保が難しい要因の

一つは，教育研究プロセス

に機関リポジトリが浸透し

ていないことである。機

関リポジトリを研究者に

とってなくてはならない

仕組みにするため，「大学

出版等，学内外との連動」，

「主題リポジトリなどとの

連携」，「新たな技術の適

用」が充分かどうかの検討

を行った。

　4-2，4-3 で挙げた課題

は，個々の機関が個別に機

関リポジトリを構築するだ

けでは解決できないものも

表 2．IR 数と IR を持つ機関数（平成 22 年 1 月）

国立大 公立大 私立大 短大 高専 大共 その他 合計

IR システム数 73 4 27 0 1 2 8 115

IR 設置機関数 (A) 73 11 49 11 5 2 10 161

平成 21 年度大学数 (B) 86 92 595

IR 設置機関数の割合 (A/B) 85% 12% 8%

図 1．コンテンツ数の伸び
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多い。したがって，今後の支援策においては，改めて先

導的プロジェクトの枠組みを設け，コンテンツ拡充，及

び機関リポジトリの高度化を目指す必要があることが確

認された。

４- ４．機関リポジトリに関わるコミュニティを

更に活性化するための課題

　機関リポジトリにとって，システムの構築・公開は

ゴールではなくコンテンツを着実に増やし，より良く使

われるためのスタートである。後発の機関に対する支援，

地域型共同リポジトリに対する支援など，コミュニティ

活動を後押しする支援の必要性は大きい。このため，今

後の支援策においては，第 2 期に顕著な成果を上げた

DRF，SCPJ12)，ShaRe 等の成果を更に発展させる必要が

あることが確認された。また，機関リポジトリを個別に

持てない機関のための共通で利用できるシステム基盤を

うまく活用するには，そのためのサポート体制が必要で

あることも提起された。

５．CSI 第 3期委託事業の基本方針

　4 で述べた第 2 期までの成果と課題を受け，CSI 第 3

期は以下の 3点を基本方針とした。

①研究教育の活性化を図り，学術コンテンツのオープン

アクセスを進展させるために，平成 22-24 年度の 3年間

を第 3期と位置づけ，本事業を継続する。

②委託事業の内容として，第 2期までの領域 1を引き継

ぐ「コンテンツ作成支援（領域 1）」，領域 2 を引き継ぐ

「先導的プロジェクト支援（領域 2）」に加え，新たに「学

術情報流通コミュニティ活動支援（領域 3）」を設定し，

機関リポジトリの構築連携，機関リポジトリの高度化お

よび付加価値向上，担当者コミュニティの活性化を支援

する。

③新たに機関リポジトリの構築を検討している大学向け

には，システム基盤（ハードウェア・ソフトウェア）を

第 3期中に整備し，リポジトリシステム構築の選択肢と

して提供する。

　具体的内容は，「学術機関リポジトリ構築連携支援事

業 平成 22-24 年度委託事業公募要領」13) に詳しく述べ

られている。

６．今後期待される大学図書館の役割の変化

　大学等の学術機関と NII の共同プロジェクトとして始

まった CSI 委託事業は，平成 16 年度の実装実験から起

算すると，第 3 期最終年の平成 24 年度はプロジェクト

開始から9年目となる。10年目にあたる平成25年度は，

第 4期を実施することになっているだろうか。それとも

別の枠組がスタートしているだろうか。

　国立大学図書館協会がまとめた「大学図書館職員の役

割」14) には，「大学図書館は，大学において「知識（学

術情報）の保存と共有の仕組み」としての機能を強化す

ることにより，知識基盤社会の中核である大学の教育・

研究・社会貢献活動を支援します。」と明記されている。

いずれにしても，大学等学術機関の図書館は，相互に連

携しつつ，機関の構成員にとって必要な資源を収集し，

機関の構成員が生産した成果を公開・発信し，保存も含

めたトータルなサービスを行っていることに違いはない

だろう。

　最後に，第 3期中に確実な進展が期待される事柄を挙

げておきたい。それは①図書館のサービスの在り方を変

えていくこと，②大学等の学術機関における図書館の役

割を変えていくこと，③図書館を含めた学術情報流通を

担う各ステークホルダーが協力して新たな学術コミュニ

ケーションの基盤を構築すること，の 3点である。

　①については，第 2 期 CSI 委託事業（領域 2）の IR 

cures ILL15) の成果にその萌芽が見える。ILL と IR の類

似点・相違点に着目し，「ともに図書館が担う文献供給

サービスとして歩み寄り，相互補完的な事業へとインテ

グレート」し，「総体として図書館の文献供給パフォー

マンス」を上げようという取組みである。当プロジェク

トの報告書には，「ILL 業務の過程において『著者』と

いう存在にスポットをあて，IR 事業との接点を見出す

べく」活動を行った。「その最適な手法はまだ確立され

ていないが，伝統的図書館活動とオープンアクセス思潮

との融合への気運は確実に感じられるように」なったと

述べられている 16)。①の取組みが，③に繋がっていく

可能性を見出すこともできる。第 3期においては，機関

リポジトリが ILL 以外の図書館業務にどのような好影

響を及ぼすことができるのか，更なる成果に期待が寄せ

られる。

　②については，京都大学応用哲学会の査読付き電子

ジャーナル "Contemporary and Applied Philosophy" が京都

大学学術情報リポジトリ（KURENAI）をベースとして

創刊されたことから，文系小規模学会にどんなニーズが

あるのかの実態が見えてくる 17)。従来の図書館機能の

枠を超えて，図書館が研究者の成果発信活動のニーズを

満たすこと，所属機関のブランド力向上にますます貢献

することが，期待される。

　③については， SPARC Japan18)と IRPとの連携による，

高次の学術コミュニケーションを実現するための体制づ
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くりに期待が寄せられる。機関リポジトリはオープンア

クセスを実現するための一つの手段である。機関リポジ

トリだけではなく，そして図書館だけではなく，世界の

動きも視野に入れつつ，学術コミュニケーションに関わ

る全てのステークホルダーが協働できる場を設け，コ

ミュニティを育てていくことが重要であろう19)。

　機関リポジトリをきっかけにして，図書館が自ら変わ

ること，図書館が大学を変えること，そして図書館が周

囲と協力しながら学術コミュニケーションのあり方をよ

り良くしていくこと。第 3 期 CSI 委託事業というチャ

ンスを最大限に生かし，目標に向かって着実に事業を進

めて行きたいと考えている。
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はじめに

　東北大学機関リポジトリ（TOUR: TOhoku University 

Repository）（以下「TOUR」という。）は「東北大学の

構成員が作成した学術コンテンツ及び東北大学が所蔵す

る学術情報コンテンツを収集・整理・保存し，ネットワー

クを通じて無償で公開することにより，学術の発展に貢

献する」1)ことを目的として平成19年3月に公開された。

本稿では，公開から 3 年経過した TOUR の構築の経緯

と概要，課題と今後について紹介したい。

１．TOUR 構築の経緯と概要

　（１）構築の経緯

　TOUR は平成 17 年度の国立情報学研究所（以下「NII」

という。）の学術機関リポジトリ構築連携支援事業 CSI 

委託事業（以下「CSI 委託事業」という。）2) として開始

された。TOUR の歩みは公開までの第一期，収集コンテ

ンツの充実と学内のシステムとの連携を行った第二期に

分けられる。TOUR 略年表を（表 1）に示す。

表１　TOUR 略年表

平成17年

平成18年12月

平成19年 3 月

平成20年 7 月

平成21年 8 月

・コンテンツ作成・構築開始

・「東北大学機関リポジトリ運用指針」制定

・「東北大学機関リポジトリシンポジウム」開催

・TOUR 試行版公開

・TOUR 正式公開

・「井上プラン（東北大学アクションプラン）

2007」に TOUR の役割明示

・NII，OAISter ハーベスト開始

・大学情報データベースとの連携開始

　TOUR の構築開始時は，博士学位論文の収集・電子化

と貴重資料の電子化に重点をおいて事業を進めることが

確認され，理工系を主体とした博士学位論文要旨集の電

子化，江戸以前の古典籍・古地図の電子化及び狩野文庫

の絵はがきコレクションの電子化が行われた。東北大学

（以下「本学」という。）は平成 18 年度に CSI 委託事業

の領域 1及び領域 2に採択され，平成 18 年度及び 19 年

度の TOUR のコンテンツの作成とシステム構築が図ら

れた。平成 18 年 12 月に「東北大学機関リポジトリ運用

指針」が附属図書館商議会で制定され，TOUR の試行版

が公開されると共に「東北大学機関リポジトリシンポジ

ウム」が開催され，学内外に TOUR の PR が行われた。

平成 19 年 3 月には TOUR が正式公開された。また，本

学のアクションプランである「井上プラン 2007」の中

で TOUR の役割が「研究者に向けた研究・教育成果の

発信」と明記され，TOUR の整備・充実と大学情報デー

タベ―スとの連携がプランに盛り込まれた 3)。

　第二期の平成 20 年 7 月には NII 及び OAISter による

メタデータのハーベストが開始され，TOUR の国内的・

国際的な認知度が向上した。本学は平成 20 年度に第 2

期 CSI 事業の領域 1 に採択され，平成 20 年度及び 21

年度のコンテンツの収集と充実が図られた。平成 21 年

8 月には本学の大学情報データベースとの連携が開始さ

れ，東北大学研究者紹介サイトの論文データに TOUR

へのリンクが表示されるようになった 4)。

　（２）概要

　TOUR は教育・研究成果を収録する Research and 

Education（R&E）と貴重資料を収録する Rare Collection

（RC）から構成されている。TOUR のトップページ画面

を（図 1）に示す（http://ir.library.tohoku.ac.jp/）。TOUR

のシステムは DSpace のバージョン 1.4 をベースにして
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おり，サーバは図書館に置かれている。

　TOUR には現在 5 万 3 千件を超えるコンテンツが収録

されている。TOUR のコンテンツ別収録件数を（表 2）

に示す。

　TOUR の収録コンテンツの割合は，博士学位論文の要

旨 59％，紀要類 34％，学術論文 4％，科研費報告書 2％，

学位論文 2％で教育成果に重点をおいたコンテンツの収

集方針を裏付ける結果となっている。コンテンツごとの

収集方法の特徴について述べる。博士学位論文について

は，平成 19 年度以降，図書館から各研究科経由で学位

取得者に登録依頼書を送付し，研究科から博士学位論文

の電子ファイルの一括送付が図書館へ行われ，図書館で

TOUR への登録を行っている。また，紀要類について

は，平成 19 年度まで図書館が学内各部局との NII の学

術雑誌公開支援事業の窓口となり，NII に紀要類の電子

化を依頼し，電子化された紀要類を図書館で TOUR へ

登録していたが，平成 20 年

度以降は，図書館で全部局に

TOUR への紀要類の登録希望

調査を行い，希望のあった紀

要類について図書館で電子

化し，TOUR へ登録する方法

に変更した。研究論文につ

いては，大学情報データベー

スから抽出された研究論文

リストに基づき，出版社版

PDF が機関リポジトリに搭

載可能なものを中心に収集

している。

　TOUR の収録コンテンツが

拡充されるにつれて TOUR

の利用が増え，Research and 

Education（R&E）の利用は

年間 200 万件を超えている。

TOUR（R&E）閲覧統計の推

移を（図 2）に示す。アクセ

ス数はメタデータの閲覧件数，ダウンロード数はコンテ

ンツの閲覧件数である。

２．TOUR の課題と今後

　既に述べたように，TOUR は東北大学アクションプラ

ンである「井上プラン」及び平成 22 年度から開始され

た本学の第 2 期中期計画・中期目標 5) に大学の事業と

して記載され，担当部署として図書館の位置付けも明確

になっている。また，『大学ランキング 2011 年版』の機

関リポジトリランキングの項では，論文搭載件数が 4位，

ダウンロード件数が 3 位となっている 6)。しっかりした

学内での位置付けと一定の実績を持つ TOUR を一層発

展させるには，コンテンツの収集体制，システムの強化

及び広報が必要であろう。

　TOUR のコンテンツの収集を開始した当初は，短期間

でコンテンツを増やすため博士学位論文の要旨の電子化

に着手した。それが一段落したので現在は紀要類，科研

表 2　TOUR のコンテンツ別収録件数

コレクション Research and Education (R&E) Rare
Collection 

(RC)
合計

コンテンツ 学術論文 博士学位論文 修士論文 博士学位論文の要旨 紀要類 授業教材 科研費報告書 その他 計

件数 1,282 440 196 21,200 12,229 42 765 23 36,177 16,989 53,166

割合 3.54% 1.22% 0.54% 58.60% 33.80% 0.12% 2.11% 0.06% 100.00%

図１　東北大学機関リポジトリ（TOUR）メニュー画面
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費報告書，研究論文の収集に力を入れている。コンテン

ツは着実に増加しているが，研究者による自発的なコン

テンツの提供はほとんど進んでいない。TOUR のコンテ

ンツの運用・管理は総務課情報企画係が，システムの運

用・管理は総務課学術情報支援係がそれぞれ兼務の形で

担当し，実施運用に関する実務と教員等の窓口として全

学的なワーキンググループ（WG）である学術情報発信

WG が設置されている。特にコンテンツの収集につい

て学術情報発信 WG を窓口として教員等の連携と強め，

広報に努めたい。

　TOUR の現システムが平成 18 年度に導入されてか

ら 5 年が経過した。一つのサーバでの二つのシステム

（R&E と RC）の運用と登録コンテンツの増加によって，

TOUR の応答速度の低下が顕著に見られるようになっ

た。TOUR のシステム更新が問題となり始めていたとこ

ろ，本学では教育上の情報システムに関する管理運用

を一元的に行うために平成 21 年度に教育情報基盤セン

ター（以下「センター」という。）7) が発足し，TOUR は

センターが管理運用する教育系情報システムとなった。

平成 22 年 3 月にセンターのシステム更新の一環として

TOUR は東北大学インターネットスクール（ISTU）な

どの他の教育系情報システムの連携拡張のため「オープ

ンデジタルアーカイブサーバ」の一部としてシステム

更新された。TOUR の新シ

ステムでは，懸案であっ

た二つのシステム（R&E

と RC）が分離されたばか

りではなく，貴重資料を

管理するソフトウェアも

DSpace からインフォコム

社の Info Lib に変更された

ので図書館で個別に管理

していた貴重資料データ

ベースとの一元化を行う

ことができた。TOUR のシ

ステム更新が行われた平

成 22 年度以降は TOUR の

歩みが第三期に入ったこ

とを示している。今後は，

本学で生産される教育・研

究成果と貴重資料等の所蔵する学術情報をTOURによっ

て最適な形で「もっと広く、もっと遠くへ」情報発信す

ることに努めたい。

注

1) 東北大学機関リポジトリ運用指針．http://ir.library.

tohoku.ac.jp/tour-policy/tour-policy.pdf

2) 学術機関リポジトリ構築連携支援事業．http://www.

nii.ac.jp/irp/archive/report/

3) 井 上 プ ラ ン 2007. http://www.bureau.tohoku.ac.jp/

president/open/plan/plan2007_txt.pdf

4) 東北大学研究者紹介 . http://db.tohoku.ac.jp/whois/

5) 国立大学法人東北大学の達成すべき業務運営に関す

る目標（中期目標）．

h t t p : / / w e b . b u r e a u . t o h o k u . a c . j p / k o h y o / k i c h o /

mokuhyou2010-15.pdf

国立大学法人東北大学　中期計画．http://web.bureau.

tohoku.ac.jp/kohyo/kicho/keikaku2010-15.pdf

6) 大学ランキング 2011 年版．朝日新聞出版 , 2010. 

p.98-99.

7) 東北大学教育情報基盤センター．http://www.cite.

tohoku.ac.jp/

図 2　TOUR（R&E）閲覧統計
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金沢大学学術情報リポジトリ（KURA）の運営について

The Operation of Kanazawa University 
Repository for Academic Resources (KURA) since 2006

　内島　秀樹 *

特集：機関リポジトリ

１．初めに

　金沢大学では、平成 18（2006）年 6 月から、金沢大

学学術情報リポジトリ（Kanazawa University Repository 

for Academic Resources ＝ KURA）（注 1）を立ち上げて、

本学の研究成果の公開を開始した。これは機関リポジト

リの導入を支援する国立情報学研究所の Cyber Science 

Infrastructure 事業（CSI）（注 2）による委託事業として

導入されたものである。機関リポジトリはすでに全国

100 以上の大学や研究機関で導入されており、我が国の

リポジトリ数はアメリカ・ドイツに次いで世界第 3位と

なっている。以下、金沢大学における KURA の導入過程、

運営の実際、CSI 委託事業、今後の課題について順に述

べる。

２．金沢大学における導入過程

　すでに、CSI の報告会でも紹介しているので簡単に触

れる。詳しくは、NIIの関連サイト（注3）を参照されたい。

　平成 17 年度、国立情報学研究所の CSI に他の 16 大

学とともに委託機関として採択されたため、情報企画会

議（情報担当理事所掌の基幹会議）の下に「金沢大学機

関リポジトリのあり方に関する検討委員会」を、理事を

委員長として立ち上げた。委員会では、リポジトリの設

置目的や対象コンテンツなどを検討し、金沢大学学術情

報リポジトリ設置規程を策定した。設置規程は情報企画

会議及び教育研究評議会で承認され、本学のリポジトリ

が正式に認知されることになった。KURA の運営に関

しては、委員会での検討を踏まえて、図書館委員会が担

当することになり、図書館委員会によって KURA 運用

指針が策定された。

　委員会での検討と並行して、図書館職員による WG

を立ち上げて、システムの選定・導入、教員の執筆論文

のリスト作成と登録許諾依頼、初期コンテンツのデジタ

ル化及び登録などの作業を行った。システムは DSpace

（バージョン 1.4）を採用し、外注によりハードウエア

の導入とシステムのセットアップを行った。初期コンテ

ンツは、先の執筆論文調査によるリストに含まれる本学

発行の紀要掲載論文が中心である。リポジトリの意義や

目的に関しては、WG のメンバーで全部局教授会を訪問

して簡単な説明を行っている。

３．運営の実際

　KURA の運営は、係長 1 名、非常勤職員（週 20 時間

程度）1 名によって行っている。非常勤職員は KURA

専任であるが、係長は他の業務（図書館システム保守、

情報リテラシー教育等を兼務）との兼任である。人件費

及び運営費は CSI による委託予算と学内措置の予算（金

沢大学特別整備事業による経費）によっている。

　本学発行の紀要タイトルについてはほぼ 100％リポジ

トリへの登録が許諾されているが、医学類（旧医学部）

が発行する十全医学会雑誌については、最近 2年分を除

いて KURA への登録が認められている。これは同誌が

販売ルートに乗っており、メディカルオンラインなどに

も収録されていることが背景にある。過去分については

デジタル化と登録を進めている。これ以外でも COE の

報告書や科研報告書、プレゼンテーション資料など多様

なコンテンツを収集している。

　平成 22 年 3 月現在で約 2 万件のコンテンツを蓄積・

発信し、検索エンジンのロボットによる巡回ダウンロー

* 金沢大学附属図書館　〒 920-1192　金沢市角間町

Hideki UCHIMA, Kanazawa Daigaku、Kakuma-machi, Kanazawa-shi  Ishikawaken 920-1192

農図協会誌　No.158 10－11（2010）



－ 11 －

金沢大学学術情報リポジトリ（KURA）の運営について

ドを含めて、公開以来の累積で 180 万件以上のダウン

ロードを記録している。なお、ダウンロード統計から見

たリポジトリの意義については、平成 22 年 2 月に本学

が開催したワークショップ DRF-KanNihonkai での発表

（注 4）に詳しい。

　本学の総合メディア基盤センターの学術情報部門で

は、DSpace をプラットフォームとして、学内の教員と

協力して教育素材としての宗教画像の公開を実験的に

行っている。センターでは、附属図書館とも連携しなが

ら、学内教員の様々の学術資源の発信・保存のニーズを

踏まえて、テキストに限定されない多様な形式

のデータやコンテンツを発信していく予定であ

る。こうした学内連携と学外発信のためにワン

ストップ（ポータル）サービスを提供する必要

があり、附属図書館では、DSpace をプラット

フォームとする学内ハーベスターの実験的な導

入も行っている。

　リポジトリ運営にとって最も重要な活動である論文収

集は、エルゼビア社の文献データベース Scopus によっ

て本学の教員が執筆した論文を検索し、メールで教員に

提供を依頼している。また、CSI により、本学の業績デー

タベースである教員総覧と KURA との連携を実現して

おり、教員は業績更新時に論文を送付することも可能に

なっている上、教員総覧とリポジトリ相互にリンクを実

装して、相互閲覧の簡便化とコンテンツの視認性の向上

を図っている。

４．CSI 委託事業（領域 1及び領域２）

　本学は、平成 20 ～ 21 年度の CSI（第二期）により、

領域 1（リポジトリの導入・運営）、領域 2（研究・開発）

の 2 領域で事業を受託している。このうち領域 1 では、

平成 21 年度には、利用者（教員）への論文ダウンロー

ド統計のメール通知機能等を外注により導入した。領域

2 では、上記の業績データベースとリポジトリの連携プ

ログラムの開発をテーマとして、NII の研究者リゾルバ

（注 5）との連携実験を行っている。この実験はオープ

ンアクセス・コンテンツを著者同定キー（プロジェクト

では、科研個人番号を利用）により追跡・同定すること

が目的である。欧米では、オープンアクセス環境におけ

るコンテンツや著者の同定識別子の策定が基盤整備の課

題となっており、同じ文脈で、我が国におけるプロトタ

イプの実装実験を行うものでもある。

　同じく領域 2 では、「機関リポジトリコミュニティの

活性化」をテーマとして、国内 107 機関（平成 22 年

2 月確認）とともにデジタルリポジトリ連合（Digital 

Repository Federation ＝ DRF）（注 6）に参加して、リポ

ジトリ運営のための情報共有活動やワークショップ、国

際会議開催などの連携活動を行っている。

５．今後の課題

　リポジトリ運営でもっとも重要なことは、オープンア

クセスの意義や大学の研究成果の公開という社会的責務

を教員に理解してもらい、コンテンツ数を増やすことに

尽きる。本学の論文の提供依頼に対する回答率は、2007

年と2009年を比較すると上記のようになっている（注7）。

　全体として投稿数は 20％台で推移している。医薬系

及びいわゆる出版社版についてはある程度の上昇率を示

している。後者については多くの研究者が出版社版の

PDF を所有するのは当然であり、それが回答率に反映

されつつあることが推測される。しかし、当然持ってい

ると想定される出版社版であっても、100％の投稿に結び

ついていないことは、リポジトリの意義について十分に

は学内認知を得ていないことを示している。著者最終稿

についてはこれを残す習慣もまだ揺籃期であり、研究者

に対する理解促進のためのより一層の努力が必要である。

　リポジトリ運営の本質は研究者に対する理解促進活動

（アドボカシー）であり、図書館員自身が十分な理解と

インセンティブを持つことが必須である。そのため、図

書館内部での業務所掌を超えたリポジトリとオープンア

クセスへの理解促進も今後の大きな課題と言えよう。

理工系 著者最終原稿 出版社版 合計

依頼 回答 回答率 依頼 回答 回答率 依頼 回答 回答率

2007 161 47 29.2% 68 17 25% 229 64 28%

2009 199 48 24.1% 77 30 39% 276 78 28%

医薬系 著者最終原稿 出版社版 合計

依頼 回答 回答率 依頼 回答 回答率 依頼 回答 回答率

2007 225 47 20.9% 21 4 19% 246 51 21%

2009 379 100 26.4% 54 17 39% 433 117 27%

注

(1) http://dspace.lib.kanazawa-u.ac.jp/dspace/
(2) http://www.nii.ac.jp/irp/（CSI の一つである学術機関

リポジトリ構築連携支援事業）

(3) http://www.nii.ac.jp/irp/rfp/2005/pdf/kanazawa.pdf
(4) https://www.tulips.tsukuba.ac.jp/dspace/bitstream/2241/ 

104513/1/DRF_KN_sato.pdf
(5) http://rns.nii.ac.jp/
(6) http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?Digital%20Rep

ository%20Federation
(7) http://dspace.lib.kanazawa-u.ac.jp/dspace/bitstream/2297

/20525/1/02-5金沢大1.pdf
　（以上の URL の最終確認日は、平成 22 年 3 月 18 日）
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研究者の 2 つの側面にアプローチする

～筑波大学附属図書館におけるプロモーション活動～

Approach researchers in two aspects:
Promotion activities in University of Tsukuba Library

　斎藤　未夏 *

* 筑波大学附属図書館　〒 305-8577 茨城県つくば市天王台 1-1-1

Mika SAITO,University of Tsukuba Library, 1-1-1 Tennoudai, Tsukuba-shi, Ibaraki, Japan 305-8577

１．はじめに

　筑波大学附属図書館では、1997 年度の電子図書館シ

ステム導入以降、学内で生産された学術資料の電子化と

発信に積極的に取り組んできた。2006 年には国立情報

学研究所の実施する CSI 事業１の委託機関となり、電子

図書館システムでの蓄積をもとに、筑波大学機関リポジ

トリ「つくばリポジトリ」（Tulips-R）２の運用を開始した。

2010 年 3 月現在の総コンテンツ数は約 22,500 件で、学

術雑誌掲載論文・学位論文・紀要論文を中心としたコン

テンツの継続的な収集に努めている。

　一方で当館は、同じく国立情報学研究所の CSI 委託

事業である SCPJ（Society Copyright Policies in Japan）プ

ロジェクトにおいて、主担当機関として積極的に活動し

ている。本プロジェクトは正式名称を「オープンアクセ

スとセルフ・アーカイビングに関する著作権マネジメン

ト・プロジェクト」といい、機関リポジトリのコンテン

ツ拡充に貢献することを目的として、国内学協会等を対

象としたオープンアクセス方針（以下、OA 方針）に関

するアンケート調査を実施し、その結果を「学協会著作

権ポリシーデータベース」（SCPJ データベース）３に掲載・

公開するものである。2006年7月に、筑波大学・千葉大学・

神戸大学の 3 大学により発足し、2008 年度からは東京

工業大学が加わり、現在 4大学で活動を続けている。

　つくばリポジトリにおけるコンテンツ拡充活動と、

SCPJ プロジェクトとしての活動は、一見すると、論文

の「執筆者」（すなわち大学教員）と論文の「発行者」（す

なわち学会関係者）というそれぞれ異なるものを対象と

しているように思われる。しかし実は、論文の「執筆者」

としての役割と「発行者」としての役割は一人の研究者

に共存するものであり、2 つの活動は、研究者にオープ

ンアクセス（以下、OA）の考え方を届けそれに対する

姿勢を問うという、一つの大きな使命のもとに行われて

いるものといえる。

　本稿では、当館におけるこれら 2つの活動のプロモー

ション面について、論文の「執筆者」と「発行者」とい

う研究者の 2 つの側面へのアプローチという視点から、

その具体的な実施方法を紹介するとともに、活動の今後

の展望について述べる。

２．論文の「執筆者」にアプローチする

　　―つくばリポジトリにおけるコンテンツ拡充活動―

　「執筆者」としての研究者（大学教員）には、①「機

関リポジトリ」という「大学とその構成員が創造したデジ

タル資料の管理や発信を行うために、大学がそのコミュ

ニティの構成員に提供する一連のサービス」（Lynch）４

の存在を知らせる、②実際にコンテンツを提供してもら

う、③サービスの効果と意義を実感してもらう、という

三段階のアプローチを積極的に実践している。 

　第一の「つくばリポジトリの存在を知らせる」ための

方法としては、当初、学内全教員につくばリポジトリに

関するパンフレットを作成・送付したが、その後実施し

た研究室訪問などでは教員の認知度が高まったという感

触は残念ながら得られなかった。そこで、教員との既存

の接点を活用することとし、附属図書館に図書を寄贈し

てくださった教員へのお礼状には必ず、論文提供をお願

いするシンプルなチラシとつくばリポジトリグッズを同

農図協会誌　No.158 12－14（2010）
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封することにした（写真 1）。また、2008 年 3 月の図書

館コーヒーショップの開店に合わせ、「勝手にコラボグッ

ズ」を作成して（写真 2：作成したのはコーヒータンブ

ラー内にセットされた型紙のみ）オープンセレモニーに

列席された学内執行部に配布し、つくばリポジトリをア

ピールした。その後このグッズをショップ内で配布させ

てもらったところ、学生の間でも評判となり、ブログで

も紹介された５ほか、ショップから問合せが来るほどに

なった。2009 年 4 月には、2,000 件目の学術雑誌論文の

提供者で同月着任されたばかりの学長に、当該論文や研

究の内容、学長としてつくばリポジトリに期待されるこ

となどについてインタビューを実施し、その内容を公開

した６。

　第二の「実際にコンテンツを提供してもらう」方法と

しては、先行大学の実施例７を参考にして、2007 年 9 月

から、文献データベースの Web of Science ８に収録され

た本学教員の執筆論文のうちリポジトリに登録可能なも

のについて、教員にコンテンツ提供依頼メールを毎週送

信することにした。2009 年に送信したメールの合計は

472 件で、そのうちの約 35％にあたる 164 件についてコ

ンテンツの提供を受けて公開することができた。また、

2009 年に教員から自発的に提供されたコンテンツは 108

件で、2008 年の 41 件から大きく増加した（図 1）。

　第三の「つくばリポジトリの効果と意義を実感しても

らう」方法としては、2008 年 1 月から、学術雑誌論文

の提供に応じてくれた教員に、その論文の 1 か月のア

クセス統計をお知らせするメールサービスを開始した。

「国内外から多くのアクセスがあることに驚いた」「今後

もコンテンツを提供したい」といった好意的なコメント

が寄せられ、前述した自発的なコンテンツ提供へとつな

がっていると考えている。

３．論文の「発行者」にアプローチする

　　― SCPJ プロジェクトの活動―

　一方、「発行者」としての研究者（学協会関係者）に

対しては、SCPJ プロジェクトの主担当機関として OA

方針に関するアンケート調査を継続する一方で、OA へ

の対応を検討し方針を明らかにするよう働きかける様々

な活動を行ってきた。

　2008 年 11 月及び 12 月に国立情報学研究所／科学技

術振興機構により開催された「学術雑誌電子化関連事業

の連携・協力についての合同説明会」においては、参加

した学協会関係者に対し、本プロジェクトの活動の説明

と協力依頼を行った。また 2010 年 2 月には、国立情報

学研究所で行われたクローズドな「SPARC Japan パー

トナー誌と大学図書館関係者との懇談会」に出席し、本

プロジェクトの活動を紹介するとともに、SPARC Japan

パートナー誌の学協会関係者と意見交換を行い，今後も

継続的に情報共有の場を設けることで合意した。

　学協会関係者とのこのような Face to Face のコミュニ

ケーションを通じて明らかになってきたことは、学協会

写真 1　チラシとつくばリポジトリグッズ

写真 2　勝手にコラボグッズ

図 1　Wos 調査に基づく提供依頼によるコンテンツと

　　 自発的に提供されたコンテンツの累積数の推移
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には OA 方針を策定するうえで手掛かりとなる情報を得

るための有効な手段がなく、そのために方針を決めかね

ている、ということであった。今後は、OA 方針策定を

支援する活動に重点を置く予定である９。

４．研究者とともに OA の在り方を考える

　先日、つくばリポジトリにコンテンツを提供したこと

があり、かつ、ある学会誌の編集委員でもある本学の研

究者と接する機会があった。その学会誌のOA方針が「検

討中」であることに関する彼のコメントは、「本学がリ

ポジトリ活動に力を入れていることは十分に知っている

し、その意義も理解している。しかし学会誌編集委員と

しては、学会誌が売れなくなるのは困る。機関リポジト

リと学会経営とを共に成り立たせるために、どのような

OA 方針が望ましいのか。」というものだった。「執筆者」

と「発行者」という 2つの役割を共存させている研究者

の、率直な心境であろう。

　一方で、「学会誌を電子ジャーナル化するためには経

費を捻出する必要がある。しかし、各論文の著者が責任

を持って各機関リポジトリに自身の論文を登録すれば、

それを集めることによって電子ジャーナルが完成するの

ではないかと考えている。そうなれば電子ジャーナル化

の経費も不要だ。」といった、いわゆる「オーバーレイ

ジャーナル」についての言及もあり、論文の「執筆者」

と「発行者」にとって最適な OA の在り方を真剣に模索

する研究者の姿を垣間見たように感じた。

　最適な OA の在り方に唯一の正解があるわけではな

い。何を「最適」とするかの指標は、「執筆者」の研究

分野や「発行者」の体制といった複数の要素によって様々

に設定され得るだろう。

　したがって今後は、最適な OA の在り方を模索する研

究者に対する有用な支援活動の一つとして、OA 方針を

決定した学会とその学会員へのインタビュー等のケー

ス・スタディを実施することにより、「執筆者」と「発行者」

に様々な実例を紹介していきたいと考えている。

参考文献等

１ 国立情報学研究所　学術機関リポジトリ構築連携支

援事業　<http://www.nii.ac.jp/irp/>

２ 筑波大学機関リポジトリ「つくばリポジトリ」

（Tulips-R）<https://www.tulips.tsukuba.ac.jp/dspace/>

３ 学協会著作権ポリシーデータベース（SCPJ データ

ベース）<http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/>

４ Clifford A. Lynch.　「機関リポジトリ : デジタル時代

における学術研究に不可欠のインフラストラクチャ」

<http://www.nii.ac.jp/irp/archive/translation/arl/>

（原文）Lynch, Clifford A. "Institutional Repositories: 

Essential Infrastructure for Scholarship in the Digital Age" 

ARL, no. 226 (February 2003): 1-7. <http://www.arl.

org/resources/pubs/br/br226/br226ir.shtml>

５ min2-fly．「かたつむりは電子図書館の夢を見るか」

<http://d.hatena.ne.jp/min2-fly/20080412/1207993372>

６ つくばリポジトリ（Tulips-R）研究者インタビュー

<https://www.tulips.tsukuba.ac.jp/portal/tr_interview/

interview.html>

７ 例えば，以下の事例を参考にした。

川村路代．「HUSCAP の広報活動と利用者フィード

バック」平成 18 年度 CSI 委託事業報告交流会．ベ

ルサール九段．2007 年 7 月 3 日．

<http://www.nii.ac.jp/irp/event/2007/debrief/pdf/1-1hokud 

ai.pdf>

８ Web of Science <http://isiknowledge.com/>

９ SCPJ プロジェクトの活動の詳細については下記を参

照。

斎藤未夏．「SCPJ プロジェクトの取組み―学協会の

OA 方針の策定支援を目指して」 SPARC Japan News 

Letter No.3, p.1-4．http://hdl.handle.net/2241/104386
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１．はじめに

　冒頭、少し長めの余談から始めさせていただきたい。

　2010 年 3 月 1 日付けで原稿依頼の文書をいただいた

が、その中に「本会誌にご執筆の著作利用
4 4

権につきまし

ては、NPO 法人日本農学図書館協議会に帰属すること

を申し添えます。（傍点、筆者）」とあった。

　ことさらに著作権の帰属を争うほどの原稿ではないに

しても、機関リポジトリに関する原稿である以上、著作

権を出版者に譲渡するということであれば、機関リポジ

トリの思想と矛盾するので、この点に関して日本農学図

書館協議会に確認した。

　その結果、著作権については投稿要領の「本誌に掲載

された記事の著作権は、執筆者に帰属するが、印刷版お

よび電子版等での出版権は日本農学図書館協議会が所有

するものとする。」という定めによるとのことであり、

文書にあった著作利用
4 4

権とは複製権等の著作権ではなく

出版権を指しているとの回答を得た。

　また、同時に掲載された記事を機関リポジトリに登録

することについても確認したところ、最終の校正まで行

われた、いわゆる著者最終稿か、レイアウトまで行われ

た、いわゆる出版社版の登録が可能で、embargo（登録

制限期間）も設けていないという、機関リポジトリに好

意的な方針であり安心したところである。

　その一方で、機関リポジトリが本当の意味で機能する

ためには、研究者自身が機関リポジトリにコンテンツを

登録するようにならなければならないと考えるが、研究

者が投稿する雑誌等の機関リポジトリに対する方針が明

らかではない場合、研究者が今回のような確認作業をす

ることが必要であり、道のりの遠さを改めて実感した。

２．千葉大学学術成果リポジトリ

　千葉大学は、平成 14 年 3 月に公表された「学術情報

の流通基盤の充実について（審議のまとめ）」の中で提

言のあった「大学等からの学術情報発信機能の強化」を

受けて、平成 15 年 3 月に千葉大学学術成果リポジト

リ1)（CURATOR: Chiba University Repository for Access to 

Outcomes from Research）を全国に先駆けて試験的に設

置し、平成 17 年 2 月から運用している。

　運用にあたっては登録コンテンツを論文系のコンテン

ツに限定せず、広く学内の学術成果を登録している。こ

の方針に関しては 2007 年 1 月 23 日から 26 日にかけて

アメリカで開催された「Open Repository 2007」におい

て行った「CURATOR : Japan's first IR」と題した発表の

中で「Principle of Principled Promiscuity（原則的無節操

の原則）」と称したが、その後、他の機関の方針に対し

ても少なからず影響を与えたものと考えている。

　なお、国内の機関リポジトリ全体の資源タイプ別登録

比率と CURATOR への資源タイプ別登録比率とに関し

ては IRDB コンテンツ分析2)を参照し、比較願いたい。

３．CSI 委託事業と千葉大学

　日本の機関リポジトリにおいては、国立情報学研究所

の CSI 委託事業3)が極めて重要な役割を担ってきたが、

その中で、平成 20 年度から平成 21 年度の間、千葉大学

が代表機関として受託したプロジェクトを紹介する。

1) 機関リポジトリアウトプット評価システムの構築

特集：機関リポジトリ

CURATOR と ROAT・CUWiC・UsrCom

―千葉大学における機関リポジトリに関する諸活動―

ROAT, CUWiC and UsrCom besides CURATOR
－ Various activities concerning Institutional Repository in Chiba University －

　森　　一郎 *

* 千葉大学情報部（附属図書館）　〒 263-8522 千葉市稲毛区弥生町 1-33

Mori, Ichiro, Chiba University Library, 1-33 Yayoi-cho, Inage-ku, Chiba-shi, Chiba 263-8522
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　受託プロジェクト名は「機関リポジトリ評価のための

基盤構築」である。

　従来、機関リポジトリの評価としては、登録コンテン

ツの総数、コンテンツの増加率、コンテンツを登録した

研究者の総数など、インプット的な側面の指標が中心で

あったが、登録コンテンツの利用回数による、アウトプッ

ト的な側面の指標を利用することにより、機関リポジト

リの有用性を示したり、より利用の可能性が高いコンテ

ンツを重点的に収集したりすることが期待できる。

　そのため、それぞれの機関リポジトリ設置機関で独自

に登録コンテンツの利用回数を算出することが行われて

きたが、それらの算出方法は統一されていないため、別々

の機関が算出した利用回数を相互に比較できる環境がな

く、したがって、例えば、全国の機関リポジトリの中で

最も利用されているコンテンツを示すといったことがで

きなかった。

　このような中、このプロジェクトにおいて、各機関

リポジトリ設置機関が機関リポジトリのサーバのアク

セスログをアップロードするだけで、統一された基準

によって利用回数が算出できるように、機関リポジト

リアウトプット評価システム4)（ROAT: Repository Output 

Assessment Tool）を平成 21 年 2 月に構築し、その後、

改修を重ねつつ運用している。

2) e-Science におけるソーシャル・タグの活用

　受託プロジェクト名は「e-Science 基盤構築のための

データ・キュレーション機能拡充の実証実験」である。

　上述のとおり、CURATOR では登録コンテンツを論文

系のコンテンツに限定しておらず、設置当初から千葉大

学環境リモートセンシング研究センターが運用する衛星

画像データセットの画像などを CURATOR からも提供

しようと計画したが、衛星画像については、画像の増

加数などの問題から CURATOR に登録することが現実

的ではなく、CURATOR のメタデータと衛星画像に対し

て自動的に付与される撮影日時等のデータとを統合し、

一括して検索できる CUWiC 5)（Chiba University Wisdom 

Collection / クウィック）を構築し、衛星画像をリポジト

リに登録することとほぼ同様の環境を平成 20 年 3 月に

実現した。

　その後も、衛星画像の利用について環境リモートセン

シング研究センターとの協議を重ねる中、画像の利用を

促進するには自然語で検索できる環境が必要との結論に

至った。また、その検索語は画像の利用者が最適なもの

を付与できるとの仮説をたて、平成 21 年 2 月に衛星画

像のみならず CUWiC で検索できる全データに利用者が

キーワード（タグ）を付与できるようにした。

　このシステムを使い、利用者が付与するタグ（ソーシャ

ル・タグ）がデータの視認性に与える影響について検証

し、平成 22 年 2 月に報告書6)をまとめた。

3) 機関リポジトリ・デモサイトの構築

　受託プロジェクト名は「ユーザ・コミュニティ構築に

よる持続可能なシステム改善の枠組みの形成」である。

　このプロジェクトでは、複数の機関リポジトリのソフ

トウェアを試用できる機関リポジトリ・デモサイトを平

成 22 年 2 月に構築した。

　同サイトはプロジェクト名から UsrCom7)（ユーザコ

ム）と呼んでおり、DSpace 1.4、DSpace 1.5、E-Repository（無

償版）、WEKO、XooNIps を用意している。

　機関リポジトリを設置していない機関においては、機

関リポジトリにコンテンツを登録するなどの作業がどの

ようなものか見当がつかないという問題や、どのソフト

ウェアを選択すべきか判断し難いという問題があること

に加え、既に機関リポジトリを設置している機関におい

ても、システム更新などでソフトウェア選択の問題を持

ちえることから構築したものである。

　なお、UsrCom では、既存の機関リポジトリに関する

メーリングリスト等で交わされる情報が高度すぎるとい

う声を受けて、電子掲示板を用意している。内容の難易

度以外にも、UsrCom での情報交換においては、従来、

理解が困難であった、所属している機関が導入していな

いソフトウェアに関する議論において、ソフトウェアを

操作しつつ議論ができるという効果も期待できる。

　なお、UsrCom への利用者登録は機関単位ではなく個

人単位で運用している。

４．おわりに

　本項の寄稿について打診を受けたのは、奇しくも、平

成 18 年度以降、機関リポジトリに関するさまざまな

イベントを行ってきたデジタルリポジトリ連合（DRF: 

Digital Repository Federation）の、これまでの活動を総括

し、平成 22 年度以降の活動につなげるためのイベント

である DRF6 に参加するため、北海道大学を訪れている

ときであった。

　このような、ある種の節目に日本農学図書館協議会誌

において機関リポジトリの特集が組まれることが、単な

る偶然ではなく、これを機会に、益々、機関リポジトリ

の活動が活発になることを願う次第である。
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CURATOR と ROAT・CUWiC・UsrCom －千葉大学における機関リポジトリに関する諸活動－

（参考）

1) http://mitizane.ll.chiba-u.jp/curator/

2) http://irdb.nii.ac.jp/analysis/

3) CSI とは Cyber Science Infrastructure の略で、最先端

学術情報基盤を意味する。

4) http://roat.ll.chiba-u.ac.jp/xoops/

5) http://narihira.ll.chiba-u.jp/

6) http://mitizane.ll.chiba-u.jp/metadb/up/irwg13/e-Science_ 

report.pdf

7) http://usrcom.ll.chiba-u.jp/usrcom/
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１．はじめに

　東京工業大学では，学内の研究業績の蓄積・発信・

活用を行うための東工大リサーチリポジトリシステム

（T2R2 システム）を 2007 年 8 月から運用している。運

用開始に当たっては，約 9万件の研究業績データ (メタ

データ ) を研究者情報システムから移行した。その後

も，研究者自身の登録や，産学連携課提供の特許データ

を含め，2010 年 2 月末現在 16 万件以上のメタデータの

登録数がある。これは，国立情報学研究所 (NII) で公開

している JAIRO の総件数の約 1/5 にあたる。本稿では，

T2R2 システムの構築の経緯，学内体制，特長を紹介する。

２．T2R2 システムとは

　T2R2 システムは，学内の学術研究論文の効率的蓄

積を行い，発信の窓口を統一することで本学の研究力

を示し，蓄積したデータを研究者や組織で活用するこ

とを目指し開発された。名称は，「Tokyo Tech Research 

Repository」の頭文字に由来する。

３．システム構築の経緯と学内体制

　本学では，附属図書館，学術国際情報センターを中心

に，従来から全学的な学術機関リポジトリ構築事業であ

る「Tokyo Tech STAR（Science and Technology Academic 

Repository)」を構想していた。Tokyo Tech STAR は，

教育コンテンツ ( 講義シラバス・資料 ) を担う Open 

Course Ware，研究コンテンツ ( 学術研究論文等 ) を担

う Research Repository，研究成果コンテンツ ( 博物館資

料・芸術作品等 ) を担う Digital Museum の三本柱から

構成されている。T2R2 システムは，この中の Research 

Repository を担うものであり，NII の次世代学術コンテ

ンツ基盤共同構築事業への参加を契機として，平成 17

年 7 月の役員会で設置が承認されたリサーチリポジトリ

ワーキンググループ（RRWG）が，学内予算も確保しな

がら開発を担当している。

４．T2R2 システムの特長

４．１．外部公開ページと内部登録ページ

　外部公開ページ（URL: http://t2r2.star.titech.ac.jp/）では，

通常の論文や特許の検索，論文と特許を同時に検索対象

とする統合検索，研究者の検索，組織からの検索が行え

る。全文情報が公開可能な場合は，本文閲覧の際に権

利情報や出典等を記載した PDF ファイルを自動生成し，

特集：機関リポジトリ

Tokyo Tech Research Repository

－〈東京工業大学〉研究者の業績管理と情報発信を支援する－

Tokyo Tech Research Repository
-Assistance for management & publication of <Tokyo Tech> researcher's works

渋谷　真理子・津久井　祐子 *

* 東京工業大学附属図書館総務グループ　〒 152-8550 東京都目黒区大岡山 2-12-1　L-1

SHIBUYA Mariko, TSUKUI Yuko, Tokyo Institute of Technology Library General Affairs Group  2-12-1 Ookayama, Meguro-ku, Tokyo 152-8550

（学内体制図）
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先頭に追加して表示している。

　内部登録ページは全学認証認可システムを経て東工大

ポータルのメニューから起動するため，研究者の個人情

報は東工大ポータルから取得可能である。

　またデータ登録にかかる入力コストの軽減を図るた

め，共著者による書誌情報の共有，登録した本文の PDF

ファイルから書誌情報を取込む機能，許諾要件を意識せ

ずに本文公開の意思表示のみ行なう機能などを用意し

た。なお，PDF ファイルから

の書誌事項の取り込みは，本

学の研究成果から成る技術で

ある。

　業績データは研究者情報シ

ステムからの移行に加え，産

学連携課から公開可能な特許

データを，附属図書館から博

士学位論文の書誌及び本文

データの提供を受けている。

４．２．登録したデータを

活用する機能

　研究者個人の業績管理シス

テムとして，登録したデータ

を業績リストの生成や，科学

研究費申請書 / 報告書の作成

などに活用可能な機能を提供

している。例えば，業績リス

ト生成機能を使い，業績の抽出対象や表示形式などを設

定すると，研究者個人あるいは組織の業績リストが自動

生成される。このリストは研究者個人や組織の Web ペー

ジからの参照も可能で，T2R2 システムでの更新が Web

サービスによりリストにも自動的に反映される。

　その他にも組織としての活用例では，各種調査への基

礎データとしての利用，NIIや JST等の外部機関へのデー

タ提供，冊子体のための原稿出力などが挙げられる。

５．数字でみる T2R2 シ

ステム

　上記の通り本学では，学

内の高度な研究成果を取り

入れた入力支援機能及び，

多様な出力機能を搭載した

システムを独自に開発・提

供し，研究者自身による

データの登録を中心にした

機関リポジトリを構築して

いる。システム検討当初か

ら，一貫して登録データの

活用を第一に考え，メタ

データのみの登録を可能と

している。

　本年 2 月末現在のデー

タ登録数は，メタデータ

（内部ページ）

（内部ページ）

Tokyo Tech Research Repository －〈東京工業大学〉研究者の業績管理と情報発信を支援する－
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170,338 件，本文データ 1,627 件となっている。平成 19

年 8 月全学公開以降約半年間ごとのメタデータ登録件数

の推移は，以下のとおりである。

６．課題と今後の展望

　現在 T2R2 システムに，登録されている本文データは

1,600 件以上あるが，公開件数は，70 件程度である。当

面の課題として本文公開数の増加を図ることがあげられ

る。対応として，平成 21 年度に開発した，本文データ

の入手を容易にするため機関リポジトリへの登録を認め

ている出版社等の Web サイトから本文データを半自動

的に取得する機能を活用して，まずは既にメタデータの

み登録されている該当出版社等のデータへの本文追加お

よび公開作業を進める予定である。

　今後も，科学研究費報告書，フィールドワーク情報な

どの搭載を検討し，登録コンテンツの拡充に努めるほか，

蓄積情報解析機能を強化し，参照情報に対するデータマ

イニング機能の搭載により，研究の流れの解析情報の提

供の実現を検討する予定である。そのため，T2R2 シス

テムに登録されているデータの他，CiNii 等外部システ

ムのデータ利用も検討課題としている。生産された成果

物の整理のみならず，研究成果生成支援のための機能搭

載を視野に入れるべきだと

考えている。

　昨年 6月，学内の別々の

システムで提供されてい

る研究者に関する情報を

統合検索するシステム構築

をするため「東京工業大学 

STAR サーチ」WG が組織

された。T2R2 システムは，

研究業績データベースの役

割を保ちつつ，「東京工業

大学 STAR サーチ」機能，

すなわち本学の最高の資産

である，所属研究者の情報

発信にかかるシステム構築の中核を担う予定である。

　今後とも，T2R2 システムは，研究情報発信機能を担

うのみにとどまらず，研究業績データの管理・活用・発

信機能，更に解析機能の充実を図り，機関リポジトリの

ひとつのモデルとして他大学へも提案していきたい。

（参考文献）

１．東京工業大学学術国際情報センター年報，第 5号，

pp.35-38，119-124（url: http://www.gsic.titech.ac.jp/

Japanese/Publication/Publication/nenpou2005-2006.pdf）

２．東京工業大学学術国際情報センター年報，第 6号，

pp.55-60（url: http://www.gsic.titech.ac.jp/Japanese/

Publication/Publication/nenpou2007.pdf）

３．東京工業大学学術国際情報センター年報，第 7号，

pp.74-79（url: http://www.gsic.titech.ac.jp/Japanese/

Publication/Publication/nenpou2008.pdf）

４．東工大クロニクル，no.425，（url: http://www.titech.

ac.jp/about/introduction/html_chronicle/425/425-3.html）

５．東京工業大学リサーチリポジトリ運用指針 [暫

定版］（url: http://t2r2.star.titech.ac.jp/doc/operational 

Guideline.pdf）
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１．研究所のミッションと機関リポジトリの意義

　日本貿易振興機構アジア経済研究所は研究者数約 150

名、50 年の歴史を持つ社会科学系の研究機関である。

日本における開発途上国研究の拠点として世界への知的

貢献をなすことを目指し、途上国の経済、社会、政治、

国際協力・援助に関する幅広い研究を行っている。当研

究所のような独立行政法人で機関リポジトリを公開して

いる例は日本ではまだ数少ない。国立情報学研究所ウェ

ブサイト内の国内の機関リポジトリ一覧（http://www.

nii.ac.jp/irp/list/）によると、大学以外を母体とする機関

リポジトリ（共同リポジトリを除く）は 2010 年 3 月時

点で 117 件中 6件のみである。

　機関リポジトリは学術情報のオープンアクセス化の潮

流の中で、セルフアーカイビングによりそれを実現する

代表的な方法である。加えて、機関の研究成果を蓄積保

存し無料で広く公開することは研究所のミッションであ

る「世界への知的貢献」に寄与し、また公的研究機関と

しての説明責任を果たす上でも重要であると考えられ

る。そのような観点から、当研究所の事例をご紹介して

みたい。

２．アジア経済研究所学術研究リポジトリ：ARRIDE

　アジア経済研究所学術研究リポジトリ（https://ir.ide.

go.jp/dspace/） は、 英 語 名 称 を “Academic Research 

Repository at the Institute of Developing Economies”といい、

その頭文字をとって ARRIDE と称する。ARRIDE は英

語の古語で「満足させる、喜ばせる」という意味を持ち、

「アライド」と発音する。また、A で始まるアルファベッ

ト順のリストで上位に掲載されることを想定してつけら

れた名称でもある。

　研究所の電子図書館構築計画の中での検討、準備を経

て ARRIDE は 2006 年 8 月に正式公開された。大学以外

の研究機関としては国内初である。ソフトウェアはオー

プンソースである DSpace を導入、サーバと併せて外部

の業者に保守を依頼している。DSpace は国内外の機関

リポジトリで広く利用されているソフトウェアであるた

め、エラーの際の対処法や新たな機能の追加に関する情

報なども豊富である。

　研究成果を単にウェブサイトへ掲載するのではなく、

機関リポジトリによって公開することは成果の効果的効

率的な流通にとってプラスとなる点が多い。例えば、検

索機能はもちろんのこと、OAI-PMH という標準化され

たメタデータのプロトコルに対応しているため、外部の

サービスプロバイダに登録し、研究成果の可視性、アク

セス可能性を高め、効果的な情報発信が行える。また、

個別の論文が永続的な URL を持つことができる Handle 

System に対応していることで、組織改編などでドメイ

ンが変更になったとしても同一の URL からのアクセス

が保証されるなどのメリットがある。これは機関として

の成果の蓄積・保存という観点から重要であろう。

　設立時の経緯やシステムの構成については参考文献①

および②に詳しいが、現在は機関リポジトリ事務局とし

て職員 2名が兼務の体制で運用している。事務局では主

に方針策定、所内各部署や対外的な連絡調整、著作権許

諾処理、所内への広報用ニュースレターの発行を行って

いる。専任職員がいないため、コンテンツの確保→メタ

農図協会誌　No.158 21－22（2010）
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データ作成→登録のそれぞれの作業については図書館内

で分業する体制をとることにしたが、そのフローの管理、

統括も事務局の業務である。

　ARRIDE の特徴のひとつとして、経済学分野の論文

や研究者情報を提供する国際的なデータベースである

RePEc: Reserch Papers in Economics（http://repec.org/）へ

の登録があげられる。経済学分野で国際的に重要度の高

い RePEc へのデータ登録にあたっては、設立当初から想

定し、そのためのテンプレートへメタデータを変換する

ためのプログラムを追加している。実際に RePEc 等を

経由した海外からのアクセスの割合は高くその影響の大

きさが示唆される。また、RePEc に掲載された論文は自

動的に経済学分野のサブジェクト・リポジトリである

Economists Online（http://www.economistsonline.org/） へ

も掲載され、さらなる利用者層の広がりに貢献している。

ARRIDE を通して他にも OAIster、国立情報学研究所の

JAIRO や CiNii、Google Scholar などからも検索が可能

となっている。

３．今後の課題

　所内への広報のために最近の関連動向や事務局からの

連絡等を掲載したニュースレターを発行しているが、そ

の反響の中で、教員の執筆した論文をリポジトリに登録

するための権利を大学に与えるという決議を行ったハー

バード大学文理学部等の例にならい、公的資金で研究を

行っている立場から、納税者への説明責任を果たすた

めにも外部出版物も含めすべての成果を DSpace 経由で

オープンアクセス化し、国内での先鞭をつけてはどうか

というコメントを研究者からもらったことがある。研究

成果をオープンアクセス化することは、前述の通り公的

研究機関としてのアカウンタビリティと照らして考えて

も重要であるし、成果の有効活用促進の上でも効果的で

ある。日本では、国立大学図書館協会が 2009 年 3 月 16

日付けで公的助成を受けた研究成果のオープンアクセス

の促進などに関する呼びかけを含む声明（http://wwwsoc.

nii.ac.jp/anul/j/operations/requests/statement_09_03_16.pdf）

を出しているが、筆者の知る限り前述のような方針を採

択した実践例はまだ無いと思われる。

　ARRIDE の場合、研究所で発行している出版物に関す

る著作権（著作者人格権を除く）は所に移譲されている

ため、和文機関誌である『アジア経済』に掲載された論

文を例にとると、刊行後一年を経過したものはウェブで

無料公開され、それを図書館で登録している。外部の学

術雑誌等に掲載された論文については、著者の申告に基

づいて著作権許諾処理および登録を行っているが、もし

前述の意見が全所的に認められればより網羅的に成果の

収集保存が行えることになる。

　一方、研究成果の普及に関しては研究支援部という部

署で管轄しており、研究所は出版者としての立場を持っ

ているといえる。有料出版物の販売も行っており、オー

プンアクセスである機関リポジトリでの公開とは一部競

合する関係にあることは否めない。有料サービスとの差

別化として、現在は前述のように雑誌掲載分は刊行後一

年を無料公開の期限としている。また、AIDE という研

究所出版物を収録した別のデータベースも構築してお

り、こちらでは賛助会法人会員向け有料サービスとして

新刊の単行書も全文公開しているが、無料公開可能とな

るのは刊行後 10 年を経過したものと定められている。

これは出版物の売り上げへの影響等を勘案して定められ

たものではあるが、前述の声明には、そういった公開制

限（エンバーゴ）期間の短縮についても触れられている。

独立行政法人として自己収入を増やすことを求められて

いる昨今、有料サービスと両立しながら、機関としての

説明責任を果たしつつ、より効果的に成果を発信してい

く方法の検討は今後の課題である。

　事務局は図書館に置かれているが、“機関”リポジト

リという名称が表しているとおり、コンテンツの著者で

ある研究者はもちろん、出版者としての研究所の立場を

含め、組織全体で方針を決定し、全所的な取り組みとし

て ARRIDE を運営していくことが重要であると感じて

いる。
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１．コメ生産における温暖化対策の基礎資料

　( 独 ) 農業環境技術研究所では、地球温暖化や気候変

動がコメの生産に及ぼす影響についての研究に取り組ん

でいます。現在、大気中における温室効果ガス濃度の上

昇とそれにともなった地球温暖化の進行が、世界中の農

業生産に大きな影響を及ぼすことが懸念されています。

日本の主食であるコメの生産に関しても、その例外では

ありません。

　これまでの研究から、イネの生育に及ぼす地球温暖化

や気候変動の影響は、気象庁の観測などで得られる一般

の気象要素だけでは予測できないことが明らかになって

きました。イネの収量や品質には、水田水温や穂温など、

一般の気象観測点では測定されていない水田の微気象要

素が大きな影響を及ぼします。

　そこで私たちの研究グループでは、全国の水田の微気

象要素やイネの生育環境を推定できる「モデル結合型作

物気象データベース」（MeteoCrop DB）を開発し、コメ

生産に関わる研究者や技術者が温暖化対策のための基礎

資料として簡単に利用できるように、2009 年 3 月 31 日

よりインターネットにて公開しています。

２．データベースの構造

　図１は「モデル結合型作物気象データベース」の構造

を模式的に示したものです。データベースには、全国の

アメダス地点（約 850 地点）における 1980 年以降（地

域によっては 1976 年以降）の日別気象データが収納さ

れています。アメダスでは気温、風速、降水量、日照時

間の 4つの基本要素が測定されていますが、各地点にお

ける日射量と湿度の推定値も収納しています。ここで日

射量は日照時間を用いた実験式 1)より、湿度については

近隣の地上気象観測所のデータを利用して推定されてい

ます。またこれらの気象データを用いて各地点の蒸散要

求量を計算し 2)3)、日別気象データと共に収納しました。

各地点における地力保全基本調査による土壌データ（日

本土壌協会）も、データベース上で参照できるようになっ

ています。

　アメダス地点における日別気象データに加えて、全国

の地上気象観測所（約 150 地点）における日別気象デー

タも収納されています。データ項目と書式はアメダス地

点とほぼ同じですが、地上気象観測所については、より

いまどきデータベース

モデル結合型作物気象データベース（MeteoCrop DB）

Model coupled crop-meteorological database (MeteoCrop DB)
 for estimating the effect of global warming and climate change on rice

桑形恒男 *　吉本真由美 *　石郷岡康史 *　長谷川利拡 *　西森基貴 *　眞崎良光 *

* 独立行政法人農業環境技術研究所　〒 305-8604　茨城県つくば市観音台 3-1-3

Tsuneo KUWAGATA, Mayumi YOSHIMOTO, Yasushi ISHIGOOKA, Toshihiro HASEGAWA, Motoki NISHIMORI, Yoshimitsu MASAKI, 

National Institute for Agro-Environmental Sciences, 3-1-3 Kannondai, Tsukuba, Ibaraki 305-8604

図１　モデル結合型作物気象データベース (MeteoCrop 

DB) の構造

太線で囲んだ中央部分がデータベース本体に該当し、全

国のアメダス地点（約 850 地点、1980 ～ 2008 年）と地

上気象観測所（約 150 地点、1961 ～ 2008 年）における

日別気象データが収納されています。
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長期間（1961 年～現在まで）のデータが利用可能です。

　データベースには「イネ生育モデル」と「水田物理環

境モデル」が組み込まれていて、日本における主要品種

であるコシヒカリの生育ステージ 4)、生育期間中におけ

る水田水温の推移 5)6)、稔実や登熟に影響を及ぼす出穂・

開花期における穂温の日変化 7)8) などの評価を、アメダ

ス地点や地上気象観測所の気象データに基づいて実施す

ることができます。これらのモデルは、実測データに基

づく詳細な検証がなされています。

３．データベースの利用法とその活用

　「モデル結合型作物気象データベース」はインターネッ

ト上のウェブサイト（http://MeteoCrop.dc.affrc.go.jp）で

公開され、誰でも自由にアクセスすることができます。

図 2にそのトップ画面を示します。調べたいアメダス地

点（もしくは地上気象観測所）をデータベース上のプル

ダウンメニュー（図 3 右）、あるいは Google マップの地

図上（図 3右）から選ぶことによって、その地点におけ

る日別気象データを容易に取り出すことができます（図

4）。日別気象データは、xls 形式（MS Excel など表計算

ソフト用）またはテキスト形式のファイルとして、利用

者のパソコンにダウンロードすることができます。

　また、選択した地点における、イネの生育ステージ（幼

穂形成日や出穂日など）や、生育期間中の水田水温の推

移（図 5 左）、予測された出穂日における穂温や葉温な

どの日変化（図 5 右、日射観測を実施している 67 地点

の地上気象観測所のみ）を、実際の気象データに基づい

て推定することができます。さらに、気温が実際の値よ

り温暖化（寒冷化）した場合に、生育ステージや微気象

要素がどのような影響を受けるのかを計算する機能もあ

ります。イネの生育ステージの予測は、日本における主

要品種（コシヒカリ）のみを対象としていますが、今後

は複数の品種に対応できるように、データベースに改良

を加えたいと考えています。

　近年、夏の高温によるコメの品質低下が全国的に問題

となっていますが、「モデル結合型作物気象データベー

ス」によって得られるデータを、既存の栽培試験データ

などと組み合わせることで、近年の温暖化傾向がイネの

生育や品質に及ぼしている影響を調べることが可能とな

りました。本データベースを農業関係者や各地域の試験

図２　モデル結合型作物気象データベース

(MeteoCrop DB) のトップ画面

 

 

図３　日別気象データの取得画面

（左）プルダウンメニューからの地点選択　（右）Google Map の地図上からの地点選択
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研究・行政機関などで広く活用してもらうことにより、

将来の収量予測や品質低下のリスク評価、温暖化に備え

た適応技術の開発などが期待できます。現在、2008 年

までの気象データが収納されていますが、2010 年度内

には１ヶ月遅れで最新の気象データに更新できるように

システムを改良する予定です。

図４　日別気象データの取得（表示例）

図５　イネ生育モデルによる生育ステージと水田水温の計算結果　（左）ならび水田物理環境モデルによる穂温と葉

温の計算結果　（右）の表示例

気温が実際の値より温暖化（寒冷化）した場合の計算もすることができます。
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４．各種データベースとの連携によってさらなる活用を

　農業環境技術研究所には、昆虫、微生物、土壌や植物

標本など、農業環境に係わる膨大なデータや標本がイン

ベントリー（目録）として蓄えられていて、そのうちの

いくつかの資料に関しては、すでにデータベースとして

公開されています＊＊。これらのデータや標本はそれぞ

れ個別の目的で収集・整備されたものですが、お互いに

有効に活用することで、大きな相乗効果が期待されます。

具体的には「モデル結合型作物気象データベース」に、

作付面積や栽培暦、土壌特性に関する地理情報を組み合

わせることによって、地球温暖化や気候変動によるイネ

の収量や品質低下のリスクを地域ごとに詳細に検討する

ことが可能となります。さらに水管理や肥培管理などの

栽培管理情報を考慮することで、水田からの温室効果ガ

ス（メタン）の発生に対する抑制技術の開発にも役立ち

ます。

　今後は研究所に蓄積されたデータやデータベースとの

間の有機的な連携が図れるように、「モデル結合型作物

気象データベース」のシステムを改良していきたいと考

えています。

脚注
＊＊詳しくは農業環境技術研究所のホームページ上にあ

る、データベース・画像情報のページ（http://www.

niaes.affrc.go.jp/techdoc/db_image.html）などをご参照

下さい。
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　ことし、2010 年は国民読書年。2008 年６月に国会決

議された「国民読書年」制定の背景には、「国民の読書

離れ、活字離れ、それによる言葉力の疲弊」が大きな社

会問題であるとの認識がありました。文部科学省ホーム

ページには、「時には、キツいことだって言います。泣

かせることだってあるかもしれない。だけど読み終えた

とき、一回り大きく成長した自分がいるはず。いくつに

なっても、心は育つことができるのだから。本は、心を

育てる何よりの栄養なのだから。」と読書の楽しさとそ

の意義を訴えています。近年では、読書をする情報メディ

アは多様化し、必ずしも冊子体だけでなくデジタル情報

を読み、活字に触れることも読書の範疇になるのかも知

れません。皆さんの図書館での「国民読書年」の取り組

みはいかがでしょうか。今回訪問した日本大学生物資源

科学部図書館では、ユーザー獲得のための業務改善と「国

民読書年」の取り組みを積極的に行っています。ご紹介

いただいたのは、図書館事務課長の深井治雄さんです。

　日本大学生物資源科学部は、新宿駅から小田急江ノ島

線で約 1時間。六会日大前駅で下車しホームに降り立つ

と、日本大学は目の前に見えます。まったく迷うことは

ありません。訪れたキャンパスはまだ入学式が済んでい

ないのでしょう、学生はまばらで、常緑樹と点在する桜

樹。桜は満開で、静かなキャンパスは、すばらしい環境

です。図書館は、4 階建てのレンガ造りで、ここにも大

きく枝をのばした桜が図書館の施設に添うように満開の

花を咲かせていました。

　日本大学は 14 学部で構成され、学生数約８万人。生

物資源科学部の学生数は、約 7,600 人（うち、大学院生

300 人、短大生 200 人）です。施設は北海道・群馬県・

千葉県の演習林や静岡県などの実験・実習場を擁し、キャ

ンパスを含めた総面積は約 2,758 万㎡あり、キャンパス

の位置する神奈川県の市町村で比較すると、大和市に匹

敵する面積です。キャンパスだけで、東京ドーム約 12

個分の広さといいますから、驚きです。

　図書館は、日本大学創立 100 周年（1989 年）の記念

事業として平成４年に建てられたもの。１階玄関を入る

と入館ゲートを横目にした先に喫茶室（民間委託）があっ

て、学習・読書の疲れを癒すのには素晴らしい配置です。

また、100 周年記念として、「イギリス農業史コレクショ

ン（1700 年～ 1815 年）669 冊」のほか、学術雑誌「Botanical 

Magazine」全巻（1787 年～）、明治初期～中期の農業・

農学に関する刊本・写本 160 冊が収められた貴重書室が

３階の館長室の隣に設置されています。この貴重書室は

特別に造られており、内装も特別仕立てで、しかも貴重

書は内部屋の鍵付き部屋に保存されています。貴重書は

利用方法に制約があることから、一般公開用にデジタル

化の作業が進められており、22 年度からデジタル・アー

カイブで公開する予定です。

　図書館は、職員３名、嘱託１名、臨時職員２名で構成

され、それに 14 年度から業務委託で７名が配置されて

います。職員の業務は、主に企画、予算、発注業務と雑

農学系図書館探訪

日本大学生物資源科学部図書館

～ 2010 年国民読書年に取り組む～

Library Nihon University College of Bioresource Sciences
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（写真 1）図書館風景
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誌受入で、業務委託者は、仕様書に明示された図書管理

全般（閲覧、受入、蔵書管理、レファレンス等）を担当

しています。深井課長は、業務委託に対して「開館時間

が午前９時～午後９時までですから、職員では人事管理

が難しいですね。職員が現在担当している雑誌受入もシ

ステムが整えば委託にしたい」とのことです。その言葉

からは、「職員は図書館マネージメントに徹するのだ」

という意気込みを感じました。

　さて、生物資源科学部図書館の取り組みの特長をご紹

介しましょう。図書館には、国民読書年のロゴマークを

刷り込んだＡ５判の、しっかりした「2010 LIBRARY 

GUIDE」が作られています。課長はガイドブックを手

元に、丁寧に取り組みを解説してくれました。一つは、

市民開放型の取り組み。藤沢市、綾瀬市、座間市と契約

を結び、在住又は在勤の成人（学生は除く）を対象に、

土曜日を除く平日に図書館を開放しています。年度初め

に、約 200 名の入館利用手続きがあり、年間 400 ～ 500

冊の図書を貸出しています。また、2009 年からは、週

刊誌などは廃棄しないで市民に無料提供する、リサイク

ルを行っています。一方、今年は国民読書年ということ

もあり、藤沢市立図書館職員が大学に出向き、市立図書

館の利用の仕方を説明し相互利用の促進に役立てる取り

組みも行うとのこと。さらに、館内の喫茶室を借り切っ

て行う公開講座「サイエンス・カフェ」は、１回に 30

名程度の市民を対象にした、大学の先生と話し合う気楽

な講座です。参加費は500円。お茶代でしょうか。また、

大学から距離のある座間市や綾瀬市の市民向けには、大

学の先生方が現地に出かけて行う出前講座も計画してい

ます。これらの取り組みには図書館が深く関わり、市民

との相互交流を通じ、図書館の存在感を積極的にアピー

ルしています。

　つぎに、昨年からはじめた学生選書ツアー。最近、選

書ツアーは多くの大学で行われているようですが、生物

資源科学部図書館では外部で行われる公開講座と連動さ

せています。例えば、日比谷公園で行われたガーデニン

グショーを見学し、その足で丸の内にある丸善書店に出

向き選書ツアーを行うなど、参加学生の興味を引くよう

工夫されています。選書ツアー予算は、年間約 120 万

円。１回の参加者は 20 名で、年間２回行われます。１

回に 300 冊ほど参加者からの購入希望が出ます。選書に

は個人的趣味の図書やコミック的なものは含まれていま

せん。図書委員会では選定基準に照らし、またすでに所

蔵しているものをチェックして、購入を行っています。

　図書館２階フロアーには、１年生向けの「フレッシュ

マンコーナー」が通年で設けられています。ここには、

学科からの推せん図書が展示・貸出しされています。一

角には、細長い縦型の展示架に、薄くて、新書本並の洋

書本が多数置かれており、利用者に慣れ親しんでもらう

工夫がされています。またコーナーには「読書の道しる

べ」と書かれたボードも掲げられ、新入生には「これだ

けは読んでほしい」とのメッセージを発信しています。

  いまや、雑誌は電子ジャーナルの時代。多くの大学図

書館、研究所図書館などは雑誌を取りやめ、電子ジャー

ナルに移行しています。生物資源科学部図書館も同様で

す。現在、電子ジャーナルは約 25,000 タイトルを契約。

外国学術雑誌の購読数は 150 タイトル程度に減ったとい

います。電子ジャーナルは高価なこともあって、同種の

機関がコンソーシアムを組み、契約条件の整備を行うの

が一般的です。しかし日本大学では、14 学部の図書館

でいわゆる「コンソーシアム」を作り、年間約５億円の

費用分担を行っているとのことです。また、図書館では

電子ジャーナル機能を習得させるため、取扱店から講師

を招き、１回２日程度の利用講習会を教職員・院生・４

年生を対象に年３回開催しています。電子ジャーナルは

キャンパス内ではいつでもどこでも利用可能ですが、独

善的に使っても機能を充分に使いこなせません。こんな

利用講習会を頻繁に開くことが大事ではないでしょう

か。

　「2010 LIBRARY GUIDE」の表紙裏には、夏目漱石

「三四郎」の一文が載っています。抜粋の内容は、三四

郎が本郷図書館でつぶやいたことです。なぜ、この一文

を掲載したのか、深井課長に伺いました。「前館長の推

せんです。前館長は国文学者で、図書館に来てほしいと

の思いから、夏目漱石の一文を選んだようです。動機付

けが狙いでしょうか」と。その一文とは。「立つてみて

ゐると、書庫の中から、厚い本を二三冊抱て、出口へ來

て左へ折れて行くものがある。職員閲覧室へ行く人であ

る。中には必要の本を書棚から取り卸して、胸一杯にひ

ろげて、立ちながら調べてゐる人もある。三四郎は羨や

ましくなつた。奥迄行つて二階へ上つて、それから三階

へ上つて、本郷より高い所で、生きたものを近付けずに、

紙の臭を嗅ぎながら、－讀んでみたい。けれども何を讀

むかに至つては、別に判然した考がない。讀んで見なけ

れば分らないが、何かあの奥に澤山ありさうに思ふ。」

（注：この文の漢字には、すべてルビが振ってありまし

た。）
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　現在、深井課長は、2010 年国民読書年を念頭におき、

いろいろなアイディアをだして仕事に当たっています。

そこで、仕事の流儀を問うと「図書館は豊富に蓄積され

た資料と電子学術情報が融合する学びの場、ハイブリッ

ドな図書館として位置づけ、仕事をしたい」との答えが

返ってきました。これからのご活躍に期待したいと思い

ます。	 （文責：田沼繁、上田広子）

事務局報告

農図協会誌読者アンケート結果概要

About the Journal readership survey results,JAALD

本誌編集委員会

はじめに

　特定非営利活動法人日本農学図書館協議会（以下、「農

図協」という。）は、「日本農学図書館協議会誌」の誌面

改善に役立てるため、2009 年末に読者アンケートを実

施した。読者アンケートは、農図協全会員を対象に行い、

率直なご意見を聞くため無記名調査とした。調査は、個

人会員（44 件）、Ａ会員（62 件）、Ｂ会員（6 件）の計

112 件である。調査表の回収件数は、個人会員（13 件・

30％）、Ａ会員（39 件･ 63％）、Ｂ会員（6 件・100％）

の計 58 件で、全回収率は 52％であった。なお、Ａ会員

及びＢ会員の回答者には現在の職務もお聞きした。館長

（責任者）4 件（9％）、受入担当者 32 件（71％）、その

他９件（20％）で、Ａ会員（大学･独法研究機関等）の

回答者は受入担当者が比較的多かった。

１．本誌の閲覧状況

  まず、会誌が普段からどのくらい目に触れられている

かについて訊ねた。回答は、１．毎号、全ての記事に目

を通す　２．時たま、必要な記事を読む 　３．ほとん

ど読まないとした。調査結果は、２．が 65.5％ともっ

とも多く、つぎに、１．が 15.5％で、本会誌は 8 割以

上の方が読んでいる。

２．本誌の編集

  つぎに、会誌のレイアウトと印刷文字の大きさにつ

いて訊ねた。レイアウトでは、「普通」と答えた方が

63.8％で最も多く、つぎに「満足」が 27.6％で約 9 割

以上の方が良いとした。なお、個人会員では 15.4％の

方が意見を保留しており、今後も会員の声に耳を傾ける

必要がある。印刷文字については、「普通」と答えた方

が 60.3％で最も多く、つぎに「満足」が 27.6％であった。

３．シリーズ記事

　シリーズ記事「いまどきデータベース」と「農学系図

書館探訪」について訊ねた。「いまどきデータベース」

と「農学系図書館探訪」は、いずれも「時々読む」が

50％以上、「毎号読んでいる」が25％前後であった。なお、

ご意見には、「シリーズ物ができて、毎回の楽しみが増

えました」との声があった。

４．最近の「面白かった記事」と「役立った記事」

　「面白かった記事」は、以下の 6つの記事があげられた。

1.	首都圏農学系大学図書館の諸課題（151号・2008.9）1件

2.	第 2 回首都圏農学系大学図書館連絡会（153 号

･ 2009.3）2 件

3.	IC タグを活用した図書館システムへの取り組み（153

号・2009.3）2 件

4.	特色 GP「『教育の場』としての図書館の情報的活用」

の取り組み（155 号･ 2009.9）1 件

5.	東京大学農学生命科学図書館がリニューアルオープ

ンしました（156 号･ 2009.12）3 件

6.	森林総合研究所木材データベース（156号･2009.12）2件

　「役立った記事」では、以下の 8課題があげられた。

1.	ＮＡＬ研修記（83号・1991.11、85号・1992.3）１件

2.	第 2 回首都圏農学系大学図書館連絡会（153号

･ 2009.3）１件

3.	書架の地震対策（154 号・2009.6）２件

4.	レポート作成のための情報収集（155号・2009.9）１件

5.	地球温暖化と農業生産（156 号・2009.12）２件

6.	情報検索入門Ⅰ（156 号・2009.12）５件

7.	いまどきデータベース 3件

8.	農学系図書館探訪３件

５．会費の引上げについて

　農図協は、任意団体時代からの会費を NPO 法人化後も

引き継ぎ、会費（Ａ会員：5000 円、Ｂ会員：30000 円、

個人会員：3000 円）を 27 年間維持してきた。今回のア

ンケートでは、法人の財政事情から会費の引き上げに
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　現在、深井課長は、2010 年国民読書年を念頭におき、

いろいろなアイディアをだして仕事に当たっています。

そこで、仕事の流儀を問うと「図書館は豊富に蓄積され

た資料と電子学術情報が融合する学びの場、ハイブリッ

ドな図書館として位置づけ、仕事をしたい」との答えが

返ってきました。これからのご活躍に期待したいと思い
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はじめに

　特定非営利活動法人日本農学図書館協議会（以下、「農

図協」という。）は、「日本農学図書館協議会誌」の誌面

改善に役立てるため、2009 年末に読者アンケートを実

施した。読者アンケートは、農図協全会員を対象に行い、

率直なご意見を聞くため無記名調査とした。調査は、個

人会員（44 件）、Ａ会員（62 件）、Ｂ会員（6 件）の計

112 件である。調査表の回収件数は、個人会員（13 件・

30％）、Ａ会員（39 件･ 63％）、Ｂ会員（6 件・100％）

の計 58 件で、全回収率は 52％であった。なお、Ａ会員

及びＢ会員の回答者には現在の職務もお聞きした。館長

（責任者）4 件（9％）、受入担当者 32 件（71％）、その

他９件（20％）で、Ａ会員（大学･独法研究機関等）の

回答者は受入担当者が比較的多かった。

１．本誌の閲覧状況

  まず、会誌が普段からどのくらい目に触れられている

かについて訊ねた。回答は、１．毎号、全ての記事に目

を通す　２．時たま、必要な記事を読む 　３．ほとん

ど読まないとした。調査結果は、２．が 65.5％ともっ

とも多く、つぎに、１．が 15.5％で、本会誌は 8 割以

上の方が読んでいる。

２．本誌の編集

  つぎに、会誌のレイアウトと印刷文字の大きさにつ

いて訊ねた。レイアウトでは、「普通」と答えた方が

63.8％で最も多く、つぎに「満足」が 27.6％で約 9 割

以上の方が良いとした。なお、個人会員では 15.4％の

方が意見を保留しており、今後も会員の声に耳を傾ける

必要がある。印刷文字については、「普通」と答えた方

が 60.3％で最も多く、つぎに「満足」が 27.6％であった。

３．シリーズ記事

　シリーズ記事「いまどきデータベース」と「農学系図

書館探訪」について訊ねた。「いまどきデータベース」

と「農学系図書館探訪」は、いずれも「時々読む」が

50％以上、「毎号読んでいる」が25％前後であった。なお、

ご意見には、「シリーズ物ができて、毎回の楽しみが増

えました」との声があった。

４．最近の「面白かった記事」と「役立った記事」

　「面白かった記事」は、以下の 6つの記事があげられた。

1.	首都圏農学系大学図書館の諸課題（151号・2008.9）1件

2.	第 2 回首都圏農学系大学図書館連絡会（153 号

･ 2009.3）2 件

3.	IC タグを活用した図書館システムへの取り組み（153

号・2009.3）2 件

4.	特色 GP「『教育の場』としての図書館の情報的活用」

の取り組み（155 号･ 2009.9）1 件

5.	東京大学農学生命科学図書館がリニューアルオープ

ンしました（156 号･ 2009.12）3 件

6.	森林総合研究所木材データベース（156号･2009.12）2件

　「役立った記事」では、以下の 8課題があげられた。

1.	ＮＡＬ研修記（83号・1991.11、85号・1992.3）１件

2.	第 2 回首都圏農学系大学図書館連絡会（153号

･ 2009.3）１件

3.	書架の地震対策（154 号・2009.6）２件

4.	レポート作成のための情報収集（155号・2009.9）１件

5.	地球温暖化と農業生産（156 号・2009.12）２件

6.	情報検索入門Ⅰ（156 号・2009.12）５件

7.	いまどきデータベース 3件

8.	農学系図書館探訪３件

５．会費の引上げについて

　農図協は、任意団体時代からの会費を NPO 法人化後も

引き継ぎ、会費（Ａ会員：5000 円、Ｂ会員：30000 円、

個人会員：3000 円）を 27 年間維持してきた。今回のア

ンケートでは、法人の財政事情から会費の引き上げに
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ついて率直に訊ねた。調査結果は、個人会員の 61.5％、

会員Ａの 46.2％が「引き上げはやむを得ない」と答え、

会費の引き上げにより「退会する」は全体の 5.2％であっ

た。

＊結果概要の報告にあたり、調査にご協力いただいた会

員の皆様方に厚く御礼申し上げますとともに、調査結

果は今後、紙面の製作に活用させていただきます。

＊＊報告全文は後日、農図協ホームページに掲載します。

第 13 回 IAALD（国際農学情報専門家協会）

世界大会の概要
An introduction to the IAALD (International Association of 

Agricultural Information Specialist) XIIIth  World Congress

　フランスのモンペリエにある Agropolis International に

て、2010 年 4 月 26 から 29 日まで、第 13 回目 IAALD（国

際農学情報専門家協会）世界大会が開催された。今回の

IAALD 世界大会は、5 年ごとに開催されてきたが、急

激な社会の情報化やネットワーク化に対応するために開

催の間隔を短くしての開催となった。大会には 220 名が

事前登録し、組織委員会 11 名、ボランティア 12 名で実

施された。直前の火山により事前登録したが参加できな

かった約 20 名を除いても 57 カ国から 200 名を超える参

加者であった。開催の中心となったのは、フランスのモ

ンペリエにある国立農業研究機関 Agropolis International

であるが、なかでも中心的に大会の準備に取り組まれた

のは国立農業研究機関 Agropolis International を構成して

いるひとつである農学系大学院大学（SupAgro）の図書

館員の方たちである。世界大会の会場となった大学院を

もつ SupAgro 大学も Agropolis International の一部になっ

ており、どうも日本の制度とフランスの制度は異なって

いるようで、農業関係の国立研究機関が大学院を併設す

ることがそれほど珍しくないようである。

　詳しくは、以下のサイト（英語）も参照ください。

IAALD 世界大会：http://iaald2010.agropolis.fr/

IAALD 世界大会写真集：http://www.flickr.com/groups/

iaald2010/pool/

IAALD ホームページ：http://www.iaald.org/

IAALD ブログ：http://iaald.blogspot.com/

発表パワーポイント (長塚・惟村）

http://www.slideshare.net/iaald/trends-of-the-institutional-

repositories-on-agricultural-universities-in-japan

（長塚　隆）

（主な取組み）

１．東京大学農学生命科学図書館の見学会

　日　時：2月 23 日 ( 火）15：00 ～ 17：00

　見学ポイント：耐震改修によるリニュアールオープン図書館

　参加者：26 名

２．2009 年第 4回理事会の開催

　日　時： 3月 13 日（土）11：00 ～ 12：40

　場　所：東京大学農学生命科学図書館会議室

　出席者：長塚会長、惟村副会長、田沼事務局長、

　　　　　平山理事、木村理事、関理事、瀬川理事、

　　　　　村上理事、永島理事、高橋理事

　事務局：上田、和光

　議　題：１．第 7回通常総会について

　　　　　２．農図協の今後のあり方について

　　　　　３．理事の選任について

３．第96回全国図書館大会専門図書館分科会打ち合わせ

　日　時： 3月 24 日（水）15：00 ～ 17：00

　場　所：日本図書館協会会館

　出　席：日本農学図書館協議会ほか 6団体

　議　題：１．全国図書館大会の全体概要について

　　　　　２．分科会開催の全体概要について

　　　　　３．専門図書館分科会の企画について

　　　　　    等

４．2010 年第 1回編集委員会の開催

　日　程： 4月 8日（木）19：00 ～ 20：40

　場　所：喫茶室ルノアール市ヶ谷外堀店

　参加者：平山委員長、木村委員、村上委員、田中委員、

　　　　　川口委員、田沼事務局長、上田事務局員

　議　題：1．「農図協会誌の読者アンケート結果につい

て」の取り扱い

　　　　　2．特集記事（機関リポジトリ）の編集について

　　　　　3．22 年度の年間編集計画について

５．平成 21 年度会計監査

　日　程：4月 9日（金）10：30 ～ 12:30

　場　所：農図協事務局

　監　事：鈴木、宝来

６．2010 年度第 1回理事会の開催

　日　時：4月 21 日（水）19：00 ～ 20：40

　場　所：東京大学農学生命科学図書館会議室

　出席者：長塚会長、田沼事務局長、平山理事、

　　　　　木村理事、関理事、瀬川理事、村上理事、

　　　　　永島理事、上杉理事、高橋理事

　事務局：上田

　議　題：１．第 7回通常総会について
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事務局報告

　　　　　２．会費の改定について

　　　　　３．通常総会の運営について

７．抄録･索引作成協力者との懇談会

　日　時：平成 22 年 5 月 8 日（土）11 時 30 分より

　場　所：グリーン・アカデミーホールレストラン

　参加者：抄録･索引作成協力者 3 名、農図協長塚会長

ほか 3名

158

2010 22 6 1

156-8502 1-1-1

TEL&FAX 03 5477 2776 e-mail : jaald@nifty.com

2-4

ISSN 1342-1905


	No158-00A口絵
	No158-00B目次
	No158-01 編集委員会
	No158-02 杉田
	No158-03 加藤
	No158-04 内島
	No158-05 斎藤
	No158-06 森
	No158-07 渋谷・津久井
	No158-08 坂井
	No158-09 データベース
	No158-10 図書館探訪
	No158-11 事務局報告・奥付


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




